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　目的　４農I? / aに約/~μJl嶮厚!れ。そり??癩了水^Tめ5。<ii友t 々蓼i I 暁風岐

は爽細陥と粘浪揃叱からなりヽ御者よりd｀-A-叩la.se 芦ヽ後者よりだi゛i゛がそれぞれ冷草之
れる。一廓c 々の胤が糞／募瓦石｀ぶw p H /3, 飲良相の鯉鎮ﾔ吠軋斟り年λにぶ、て叉尽

§ 乙りめれてo§・斧哭屎でヽ唾晨ずりよｰえり佞se.の適性t個々り浚生活乙り涸関性に

l回し, ir ま九まぐ2吋タ玄対象乙してと尤較皮討乞加えて々だ。めわぞて、-^底ヽﾔでり洒

塞件に対づうよ-^伴に対づう^-ﾀりμe活性り勣剛り爽討乞加Lて功た･

お私弗茲どおリ'^衷£厦取レてヽそタままt通^な車戻に希机レて吏凧レた．c/-べ叫
-Iむe-の活性M'^嵐の他に対罵として、ノリテリアよリ精農!れ/-id-A・y

P an.cte./s.tﾝin.棟ぶ､訓和バじと耗レた。多ん軋り^皮守のみ一心叫ぱs^碧性玄
Ｊ　・　　　　　ｊ　。

/むe.律＆ゐヽよび

一良に滴定づ3

場右いtた右卒村がおよ|まづ参穿t調べ§場βばあ|いがtμ茲む^-tl．ﾂUs^活性り鴉

匯にプリマ装釘£加元i場漸にI?ジニドコヴッ4-ﾉﾚ赦j£tげい)た。^ﾒ､掟り名慄£測史づ
る時, |司時に個人の肥鵬^、咀し々く回礼4仔性をフッケー目こf V調査し八。着千利

としてii呼販のユシ9 '7ノフザご、カランなど乙軋凧レ私。
　秘象唾衷ヤタよ-a.^ﾂiA.s.に、叙々り想孤はよ｡にp川こ減でゐ')、斟こ入^直でほ
とんど良冶づう乙考えられう。享八φ｡え町沁との刺刺^乖良穴/ビ自こ上考-ｾﾞずr~、/^2
心時声でヱ昇し/Ξ-。舎今村に臥川。y臨汲性ね政バゼ^ もり乙. あい影t与え
μロもの芦あにr. 芦>iiか・た．しかじ4'OL町μse落匯り佃人的冷泉χ＼i認りら八i もり

のヽ/軋生活乙の明謔冷拓郎生tんいだ乖こ山たらかか，た．

A－19　邸中軸フォスフ。ター-l£活性。研有一性剔- :2-令別め変ft? －

　　　　実芦々タこ家政　O 面片玲蚤　石ポス

　a的　^ -fi伺いBぶ^wfcu.蛮砥B びKふかk叫渚・ニ潮泡茲を合力ｾﾞﾆ用い■z 、至邁pH びa6～6､0

の間､ニある酸性フｆスファダーゼ活個.．鼻令と楸別にぶる焉/it:. £観參した。嵯来、鋤石酸

が前立庫雄政つ才-xフ-? ターc-'･≪選阿的I- 不惑化^る･g利明レe 沁ね－^べ､CT･nM一系/7≪前it

腺性融フ才ヌファタービ廓定に用いられでき紅が、そめ特薯磁にっいてど4発客すよた。S た

血5# 破まフォスフT ターゼはフルカ') 々佳つオ又つアターぢにに綬し･z、ぽるぢヽに不々定?･･

あ-5.串が/cS認されでいるのでヽ、呆助性つ才スファタ- ざ1 -っい-?豚存時圈の縁遠と君性値

め蛮^じについて巌り｡寸レた　。

　ち砥　% xsぶず基尿レた蚕屎^一郭分を用い　、一曰薔、c砺算しｰz一曰の醇素排出量sit

僻レ& ，

　緬果　1;前it 腺雄輔つ;f スファターｔ･ぽ賓格斗期､ﾀ)男呂z-高く　、幻尊期≪tx-7)7 衣以後

の男g-a び女苓-a-は拾い事が確認され瓦。2.）し臨に心/tvieA. 砥についで

は前立腺作剱フォスつア'9 - -E."-g ヌヤコしている<n で女?,尿£ 勁石唯

甦理しE ちのとこしないもめでヽば活恰値ば同一各ある筈ぼめに雲-緊に

差饗が認められ牝。即ち酸フ才T.ファター■&■･ の竹喬僅漣'J宛弧*;レ-Z の

に・＆r,a･n.-しtA/w.砥の信ft恚ば低く　、？f, ノザ/f 、竹埓xs.yy･<n ぷり廬んだ

ち話､。閤聡が望ましい二美i｡てぃる。3ﾉ個坊^はあるが、試料採取後

時哨が経過す% につれｰこ石咆ぱ恙下する。匍尿中非前ft:腺幄蘇フォス

フフターぎtf男各と々各を比粧すると、殆と"奎び認めらヽれ､なﾌヽ、た。


